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 第５学年 国語科学習指導案 
学校名  龍郷町立秋名小学校 
教 諭   柳 野  竜 生 

１ 単 元 
 (1)  単元名 「方言について調べよう」 
 (2)  教材名 「方言と共通語」(光村図書５年下) 
 
２ 単元の目標 
 (1)  方言と共通語との違いについて知識を持ち，関心を深める。【言語事項カ（イ）】 
 (2)  学習者の出身地の方言について知り，関心を高める。 
               【本校では奄美大島の方言である島口（シマユムタ）】 
 (3)  自分の調べる領域ごとに，各地方の方言をインターネットで調べる。 
                           【インターネット活用能力】 
 (4)  調べたものをまとめる。                   【読む・書く】 
 (5)  まとめたものを発表する。                  【話す・聞く】 
 
３ 単元について 
  本単元「方言について調べよう」は，教科書学習材「方言と共通語」の学習を通して，
 方言と共通語の違いを理解し，学習者の住んでいる地方の方言に興味を持つと共に，日本
 各地の方言についても調べ，まとめることをねらいとした単元である。また，光村図書５
 年下学習指導書では２時間扱いになっているが，発展的に地域の高齢者の方言についての
 話やインターネットでの調べ学習などを取り入れ，７時間扱いにした。 
  この期の学習者たちは，本単元と同じ言語事項の言葉遣いに関する事項については，こ
 れまでに常体と敬体について学習してきており，使い分けていることから，相手と場に応
 じた言葉の使い分けを考えることはできるようになってきている。しかし，方言と共通語
 を意識し，取り立てて学習するのは，初めてとなる。 
  そこでここでは，まず教科書学習材「方言と共通語」の学習を通して，方言と共通語の
 違いと使い方について知識を持ち，関心を深めさせたい。次に，方言について関心が高ま
 ったところで，自分たちの住んでいる地域の方言を高齢者から学習する機会を設定する。
 さらには，インターネットを活用し，自分たちが住んでいる地域の方言と同じ意味の全国
 各地の方言を自分が調べたい領域ごとに，調べる学習へと発展する。そして，自分で調べ
 たことを新聞などにまとめて，クラスのみんなや異学年・授業参観で保護者に向けて発表
 するなど，相手意識・目的意識を持った発表会が，単元のゴールとなるよう本単元を設定
 した。 
 
４ デジタルコンテンツの活用について 
  本単元では，地域の高齢者から学習した自分たちが住んでいる地域のそれぞれの方言が， 
 他の地方では，どのような呼ばれ方をしているのか，インターネットで調べる学習を設定
 した。 
  学習者一人一人が，「生き物」「食べ物」「人をさす言葉」「気持ちを表す言葉」「あ
 いさつ言葉」の各領域ごとに分かれ，インターネットで調べていった。 
  学習者の進度に合わせて，次のように学習が進んだ。 
 ① 奄美の方言が，他の地方ではどのように呼ばれているか調べる。 
 ② 自分の領域で，他の方言も調べる。 
 ③ 他の領域でも調べる。 
  なお，本単元で使用したホームページは，「方言辞典リンク集」（http://www.saga-ed.
  go.jp/materials/edq01459/manabou/shirabeyou/manabou.html）である。しかし，インタ
 ーネットの接続環境などから不都合が生じ，いくつかある中から実際に学習者が使ったサ
 イトは，次のようなものである。「岡山弁研究所」「Let’s Try Sagaben!!」「阿波弁（徳
 島）」「沖縄方言」「石巻日本語 東京日本語辞典」である。 
 

http://www.saga-ed.go.jp/materials/edq01459/manabou/shirabeyou/manabou.html
http://www.saga-ed.go.jp/materials/edq01459/manabou/shirabeyou/manabou.html
http://www.saga-ed.go.jp/materials/edq01459/manabou/shirabeyou/manabou.html
http://www.saga-ed.go.jp/materials/edq01459/manabou/shirabeyou/manabou.html
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５ 単元の指導計画(全７時間)           ○ 指導・支援  ◇ 評価 
過程 時間 主 な 学 習 活 動 教師の指導・支援・評価 
 
つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

 
 
 
 
 
１ 

 
 
 
 
 
１ 

１ 教科書学習材「方言と  
 共通語」で，方言と共通  
 語の違いと使い方に気付  
 き，方言に興味を持つ。 
 
 
 
２ 本単元のああてと学習  
 の見通しを持つ。 

○ 方言とは何か。共通語とは何か。はっきりと  
 理解させる。 
○ 一つの共通語から，地方によって呼び方が違  
 うということに気付かせ，方言のおもしろさへ  
 と導かせる。 
◇ 方言とは何か，共通語とは何か，理解するこ  
 とができたか。 
○ 各地方の方言ついて，調べまとめて，発表す  
 るという単元のめあてに意欲をもたさせる。 

 
 
 
 
１ 

３ 自分の地域の方言つい  
 て，学習する。 
   （地域の方のお話） 
 (1)  方言での自己紹介 
 (2)  教科書に載っている  
  言葉 
 (3)  人をさす言葉 
 (4)  あいさつ言葉 
 (5)  気持ちを表す言葉 
 (6)  生き物 
 (7)  食べ物 

○ 方言に堪能な方 
 で，お話し上手な 
 地域の方をリスト 
 アップしておき， 
 都合のよい方を地 
 域の先生として招 
 聘する。 
○ 地域の方と内容を十分に打ち合わせて，スム  
 ーズに学習が進むようにしておく。 
◇ 地域の方言に興味・関心を持つことができた  
 か。 

 
 
 
 
 
 
調 
 
 
べ  
 
 
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
２ 

４ インターネットで，自  
 分が調べたい領域の方言  
 を調べる。 
     （本時２／２） 
  上記３(3)～(7)の領域の  
 中から，自分が調べたい  
 領域の各地の方言を調べ  
 る。 

○ 事前に，学習で使うホームページをダウンロ  
 ードしておいた方が，学習がスムーズに展開す  
 る。今回使用したものは「方言辞典リンク集」  
 である。 
○ ホームページの中には，各学校の接続環境な  
 どから，接続可能なものと不可能のものがある  
 ので，事前に，使用しやすいものをピックアッ  
 プしておく必要がある。 
◇ インターネットで各地の方言を調べることが  
 できたか。 

 
 
 
深 
め 
る 

 
 
 
 
２ 

 
 
 
 
２ 

５ 自分が調べた方言につ  
 いて，まとめる。 

○ 相手を意識しながら，自分なりの方法でまと  
 めさせる。 
○ 分かりやすく・見やすく・読みやすくなるよ  
 うに，まとめ方を工夫させる。 
 
◇ 自分なりの方法でまとめることができたか。  
  
 
 

 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 

 
 
 
 
 
１ 

 
 
 
 
 
１ 

６ まとめたものを発表し  
 合い，感想を出し合う。 

○ 聞き手に分かるように，はっきりとした声で  
 発表させる。 
○ 友達の発表を聞いて，分かったことやよかっ  
 たことをコメントカードに書いたり，発表した  
 りする。 
○ 全学年のみんなが自由に見られるように，廊 
 下にも置いたり，掲示板に貼ったりしておく。  
 また，コメントカードを自由に書いてもらえる  
 ように置いておく。 
◇ 聞き手に分かるように発表できたり，友達の  
 発表に対して感想を持ったりすることができた  
 か。 
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５ 本時 （４/７） 
 (1)  目標 
  ◎ ある共通語について，それぞれの地方では，どのような呼ばれ方をしているのか，インター
   ネットを活用して各地方の方言を調べることができる。(インターネット活用能力) 
  ○ 調べたことをメモすることができる。(書く) 
  ○ 調べたことを聞き手に分かりやすく，話すことができる。(話す) 
  ○ どの共通語が，それぞれの地方で，どのような呼ばれ方をされているのかについて，友達の
   発表を聞くことができる。(聞く) 
 (2)  指導に当たって（デジコン活用を含む） 
   本時は，ある共通語について，それぞれの地方では，どのような呼ばれ方をしているのか，イ
  ンターネットを活用して各地方の方言を調べる時間の２時間目である。 
   そこで，展開にあたっては，次のようなことに留意したい。 
  ○「つかむ・見通す」段階では，前時の学習を振り返り，どのホームぺージが調べやすかったか   
   発表し合ったり，今まで調べたことを発表し合ったりすることにより，調べてみようとする意 
   欲を高めさせたい。 
  ○「調べる」段階では，前時に引き続き自分が調べたい領域（人をさす言葉・あいさつ言葉・気 
   持ちを表す言葉・生き物・食べ物）の方言について，追求させたい。あらかじめ，指導者で使 
   いやすいホームページをプリントアウトしておき，内容を把握し，パソコン間を巡視する際，
   支援して回りたい。 
  ○「深める」段階では，自分で調べまとめたものを伝え合わせたい。その際，友達の発表をしっ
   かり聞かせ，自分が調べた方言と比較させたい。 
  ○「生かす」段階では，友達の発表の中から発見した新しい方言を調べさせたい。 
  ○「まとめる」段階では，本時発表された方言を領域ごとに振り返りまとめさせたい。 
 (3)  実際                       ○支援  ◇評価 
過程 主 な 学 習 活 動 時間 教師の支援・評価 
 
 
 
つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

１ 前時の学習を振り返り，本時の
 めあてをつかむ。 
 
 
 
 (1)  奄美の方言と他の地方の方言
  を比べる。 
 (2)  同じ領域で，他の地方の方言
  を調べる。 
２ 学習の進め方を確かめる。 
 ① インターネット調べ 
 ② 発表 
 ③ インターネットで確認 
 ④ 方言の振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
５分 

 
○ 学習者が前時 
 に調べたホーム 
 ページの中で使 
 いやすかったも 
 のや調べた方言 
 を発表し合い， 
 学習の意欲付け 
 を図りたい。 
 
○ 学習の進め方を提示し，しっかりとつかませ
 る。 
◇ 学習のめあてや進め方をしっかり，つかめた
 か。 

 
 
調 
べ 
る 

３ 自分が調べたい領域の方言をイ
 ンターネッ 
 トで調べる。 
  
 
 

 
 
20分 

○ ある共通語について調べた奄美の方言を他の
 地方では何というか調べさせる。 
○ パソコン間を巡視しながら，つまずいている
 学習者を支援する。 
○ 早く進んでいる学習者には，自分の領域で他
 の方言や別の領域の方言調べに挑戦させる。 
◇ 自分の調べたい領域の方言を調べ，メモする
 ことができたか。 

深 
め 
る 

４ 自分で調べた方言を伝え合う。
  
 

 
10分 
○ 友達の発表をしっかりと聞かせ，自分がまだ
 調べていなかった方言をメモさせる。 
◇ 自分の考えを発表することができたか。 

生 
か 
す 

８ 友達の発表の中から，自分が調
 べていなかったものをインターネ
 ットで調べる。 

 
５分 
○ 新たな発見に向けて，友達から聞いた方言を
 調べさせる。 
 

 
ま 
と 
め 
る 

９ 本時出てきた方言を振り返り，
 領域ごとに整理する。 
 
 
 
 
10 次時の学習の確認をする。 

 
 
 
５分 

○ 学習者が調べた方言を領域ごとにを振り返ら
 せる。 
◇ 奄美の方言を他の地方では，何というか確認
 すことができたか。 
○ 次は，調べたことをまとめる学習であるとい
 うこと伝え，次の学習意欲へと結び付けたい。 

 (4)  評価 
  インターネットを使い，奄美の方言を他の地方では何と呼ぶか調べることができたか。 

 インターネットで，他の地方
の方言を調べよう。 

例：私のことを奄美ではワン，徳
島ではウッチャ，鹿児島ではオイ 


